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静岡県におけるデザイン振興行政の変遷
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This paper handled the transition of the design promotion administration in Shizuoka Prefecture until 1990
after 1950.  In the 1950's and the 60's, design department of Shizuoka Prefectural Industrial Research Insti-
tute  led  developments of  new products in industry of Shizuoka.  In the time,  the design department was
excellent in comparison with other prefectures and was in the trend of expansion also.  Joint activities in-
creased after the design promotion organization including private was established, although the Research
Institute played a important role to design promotion administration in succession, in the 1970's and the
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industrial department in the 1980's  and  main activities became enlightenment and information offer of de-
sign. Those were taken over to Shizuoka Prefectural Design Center in 1990.  It became clear that the style of
the design promotion administration of Shizuoka Prefecture moved to the information-oriented from the devel-
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18）『静岡市産業工芸センター創立 3 0 周年記念誌』
1981年、p21
19）静岡県家具組合連合会、静岡県輸出雑貨協同組合、静
岡サンダル工業協同組合、静岡県ピアノ製造協同組
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協会の創設に参加した。前掲書7）、p5参照。
20）前掲書7）、p 4 及び『静岡県工業試験場年報（昭和
44年度）』p41
21）例えば1974年度には、池辺陽「デザインの手法と
方法論」、清家清「これからのインテリア」、伊藤哲郎
「オリベッティのデザイン展開」、林雄二郎「70年代
の製品開発」、三島彰「多様化社会における価値観の
変化」の5講座が開催された。
22）前掲12）と同様。
23）財団法人日本産業デザイン振興会地方デザイン開発セ
ンタ 『ー昭和50年度地方産業デザイン開発推進事業
報告書　デザイン振興開発体制整備事業』1986年
24）財団法人日本産業デザイン振興会地方デザイン開発セ
ンタ 『ー昭和50年度地方産業デザイン開発推進事業
報告書　デザイン開発実施指導事業』1986年
25）前掲書7）、家具デザイン開発委員会『昭和52年度
静岡県単独事業　家具デザイン開発事業報告』など　
家具デザイン開発委員会は、静岡県、静岡県産業デザ
イン協会、静岡県家具組合連合会、静岡県デザイナー
協会などで構成されていた。
26）例えば1955年度には、工芸部を構成する意匠課、木
工課、塗装課それぞれに依頼調整、依頼製作、依頼加
工・試作が位置づけられ、1965年度にはデザイン課
の属する工芸部に試作指導課が置かれていた。
27）黒瀬直宏『中小企業政策の総括と提言』同友館、
1997年、p201-222
28）1984年には静岡県地場産業デザイン技術高度化促
進研究委員会（委員長：山崎充）により『地場産業デ
ザイン技術高度化促進に関する提言』が提出された。
29）前掲書28）
30）静岡県デザインセンターの設置経過、事業展開につい
ては前掲書2）を参照されたい。
31）85年は2件（4.0%）、86年は1件（2.2%）、87
年は3件（7.2%）、88年は2件（4.8%）である。
86年以降は筆者が『年報』掲載の研究内容より抽出
した。
32）1969年以降のデザイン教室や家具デザイン開発事
業のような例がある。前掲25）参照
33）1950年に静岡市工芸指導所は同市安倍川町に創設
された。同指導所は73年に市内中島への移転により
静岡市産業工芸センターと改称された。
